
その他の小売業における交通事故（道路）災害の死傷災害発生事例（2017年）

2017

年

発生

月

時間 死傷災害発生事例
年

齢

労

働

者

規

模

1
18～

19

バイク走行中風が強く、トンネルから出た際、風に煽られて左側のガードレールに

車体が接触した。 体勢を立て直そうと右に体重移動した際、勢い余って反対車線

の歩道まで転倒した。

17 ―

1
16～

17

弁当の配達の為、車を運転中、新規お客様のお宅を探していた所、住宅街の行き止

まりの道になり、Uターンしようとしてアクセルを踏みすぎハンドル操作が追いつ

かず、住宅壁に激突し、左手を骨折した。

62

30

～

49

1 8～9

子店舗と納め先病院へ配達のため、公用車の軽ワゴン車で向かい、配達が終了して

帰る途中、国道で上り車線を走行していたとき、左カーブに差し掛かるところでブ

レーキをかけたが、路面凍結のためスリップし、対向車線へはみ出し、対向車のト

ラックと衝突し、その後、死亡が確認された。

58

10

～

29

2 6~7
二車線道路で、食材の配達途中によそ見をして、中心の縁石に乗り上げてしまい、

車が横転した。
20 ―

2 0~1

社用車で客先に向かう途中の道路を走行中、携帯電話のナビ機能の画面を見ようと

下を向いた。 顔を上げたら連なっていた金属ポールが目の前にあり、数本なぎ倒

し、個人宅の敷地の塀にぶつかり車が止まった。 その衝撃で右腕をぶつけ、骨折

と診断された。

23

10

～

29

2 12~13

営業車で納品の途中、緩い左カーブにて先行車両が右折するため停車し、そこに直

進する形で先行車両右後部に衝突して対向車線を走ってきた相手車両運転席側後方

側面に衝突して停車した。 当方車両フロント部分大破の衝撃によりエアバッグが

作動し、エアバッグに顔面を強打した。 その際、目（眼球）に傷がついた。

22 ―



2 8~9
お客様宅へ商品を配送中（車を運転中）に付近の信号機のない交差点で、右側から

直進してきた車に自車の右側面後方に衝突された。
29

30

～

49

2 16~17

交差点で車で配達する為に仕事中、交差点手前で信号待ちをしていると後から乗用

車に追突された。 その衝撃により、頚椎を痛める。 ワンボックスカーは右部後ろ

を破損した。

63 ―

2 18~19

メニューを配布している際、投函が終わり転回しようとしたところ、二輪がぬかる

みにはまりバランスを崩し、転倒した。 転倒した際、車体と地面に左足を挟ま

れ、左足甲を骨折した。

23 ―

2 14~15

当方交通整理の行われていない丁字路を直進中、相手二輪が減速せず左折をして当

方正面と衝突した。 当方先方二輪を回避していたため、左方に設置されていた

アーチ型車止めと衝突して転倒した。

24

10

～

29

2 9~10

橋の架け替え工事により迂回した道路（農道）にて、得意先へガスボンベを軽ト

ラックで配達する業務中に、対向車が来たため、停車しようと道路（農道）脇に自

動車を寄せた際に、後輪が脱輪してしまい、農道わきの田んぼへ転落し、車両が横

転し、負傷した。

25

10

～

29

2 18~19
店舗間の移動で、本店から2号店に移動する際、道路を横断しようとした時に、バ

イクと接触し、負傷した。
54

10

～

29

2 13~14

社有車に乗り、顧客宅へ向かう途中（運転中）、車内にある書類を確認したとこ

ろ、他のファイルがハンドルに引っ掛かり操縦不能に陥り、電柱に衝突し、左足甲

を骨折（楔状骨折）する。

42
1～

9

3 22~23

ピザを配達中、信号赤のため停車中、先方は停止線をはみ出していたため、左折車

との接触を危惧し、当方に気付かず先方が後退し、当方と衝突した。 当方は左側

に転倒し、右足首捻挫と腰を打撲した。

21

10

～

29

3 14~15

カーテン取り付けのため、同僚が運転する箱バン（軽自動車）に同乗し、運転手が

入口看板をわき見していたため、車が車道左の縁石に乗り上げて暴走し、数メート 36
1～

9



ル先の街灯のポールに激突して大破し、組んでいた左足を骨折した。

3 14~15

営業およびカーテン取り付けのため、箱バン（軽自動車）に同僚を同乗させて、運

転中に入口看板をわき見していたため、車が車道左の縁石に乗り上げて暴走し、数

メートル先の街灯のポールに激突して大破し、左肋骨等を骨折した。

71
1～

9

3 11~12
営業業務にて運転中、信号のある交差点にて、自車は赤信号で停止中に、信号が青

になった直後に後方の相手車から追突され負傷した。
60

10

～

29

4
19～

20

三輪付バイクで配達中、信号のない交差点に進入しようとしたところ、相手方が一

時停止を無視して交差点内に進入した。 当方は交差点進入前に減速およびミラー

確認を行うが相手方無灯火での走行であったため、交差点進入後に気がついて急ブ

レーキをかけるも避けきれず、当方左前、相手方左後方に接触し転倒した。 相手

方は転倒しなかったためそのまま走りぬけ、その場から去ってしまった。

25

10

～

29

4
16～

17

配達へ向かう途中、片側1車線見通しの良い道路で、前方にタクシーが停車してい

たため右に避けようと後方を確認した所、右車線に気をとられ前を向いた時には停

車していたタクシーが想像よりも接近しており、ブレーキが間に合わず追突してし

まった。

33

10

～

29

4 8～9

自宅から客先へ業務命令により直行するため自動車で走行中、信号のない見晴らし

の良い交差点を直進していたところ、右方向から相手車が直進してきて衝突した。

道路の状況は、こちら側が片道2車線の優先道路であり、相手側は1車線で一時停

止標識があった。

61

10

～

29

4
21～

22

職場から業務命令により部品を取りにいき直帰する途中、前方走行中のタクシーが

急ブレーキをかけたため、回避しようとした際にバイクが転倒し、右足がバイクに

挟まり、3カ所を複雑骨折した。

38

4
19～

20

バイクを運転して、ピザの配達途中、バス停の片側1車線の道路において、バス停

（バスカットあり）に停まっているバスの横を通過しているとき、自車を右横から

追い越そうとした相手車が自車のハンドルに接触したため転倒した。

18

10

～

29

営業車にて移動中、道路を走行していた際に前方不注意により車線をはみ出し、前



5
19～

20

方のポールに衝突した。 衝突した営業車は360度回転し、運転者本人は衝撃により

右手首、右肩を負傷した。 尚、他者（他車）との接触はなく、同乗者もいなかっ

た。

52
1～

9

5
15～

16

業務中、交差点を右折しようとしたところ、右折の途中で対向車とぶつかる。 車

両の左側面に相手側の車が突っ込んだ状況で、事故当時は対向車側に右折しようと

している車があり、右側の視界が悪かった。

19
1～

9

5
10～

11

週末の売上金を自転車の前カゴに入れ、銀行へ入金に行く途中、店舗裏の駐車場入

口付近で車道より歩道へ入ろうとしたところ、縁石で自転車の車輪が滑り、バラン

スを崩して歩道側へ転倒し、左足関節脱臼骨折をした。

45

10

～

29

5
13～

14

当方ピザの配達中、センターラインのない狭路を直進中、先方四輪車が路外より発

進をしてきて当方に接触し、当方二輪車に足を挟まれた。
46

10

～

29

5
19～

20

片側2車線の道路の第一車線を走行中、右レーンを走行していたタクシーが左に進

路変更をしてきた為、急制動をして右側に転倒した。 タクシーとの接触はなく、

相手詳細は不明である。

22

10

～

29

5
9～

10

信号の無い交差点を通過中、左方向道路より相手の車両が通過し、左側面にぶつ

かった。
59

30

～

49

5
17～

18

当日は夕立があり、本人は配達に出たが雨がひどかったので少し休んでから店へ帰

るところだった。（その時はまだ雨が降っていた） バイク50cc（原動機付自転

車）を運転して右折するとき、真南から北に向かってくるバイクと当たり事故に

なった。 なお、本人には事故後の記憶がない。

21
1～

9

5
12～

13

得意先より同じ市内にある次の得意先へ車にて移動中、左側より小動物が突然飛び

出してきて道路を横切ったため、小動物を避けようとハンドルを切ったところ道路

中央分離帯に車が乗り上げ、車が横転し腰を強打し骨折した。

25 ―

6
21～

22

配達からの帰り、乗っていたバイクのフロントブレーキが掛かり、リアブレーキを

掛けたが、バランスを崩し転倒した。
24

1～

9



6
19～

20

店内ペット用品売場の商品整理中に、レジ応援に向かう途中、急いで戻るため走っ

ている時に足をひねり転倒し、右膝を負傷した。
20

10

～

29

6
21～

22

三輪付バイクに乗って配達中、道幅6mずつの一時停止の無い十字路で、当方直

進、相手方大型バイクは右側から直進であった。 右側に家があり、双方とも相手

の存在に気が付かずに衝突し、双方ともに転倒してしまった。

21

10

～

29

6 3～4

仕入れのため市場に向かうためトラックを運転中、交差点で右折信号待ちをしてい

た際、右折信号が出たのでトラックを発進させた時、直進してきた乗用車と衝突

し、トラックの車外へ放り出された。

40
1～

9

6
13～

14

当社出先にて勤務中、昼食用の弁当容器を回収して、配送用の軽自動車で戻る時、

付近の路上にて、右折のため自車を停車中、後方から走行してきた相手方トラック

に追突され、右肩付近を負傷した。 過失割合は、10:0（相手方：当方）である。

66

30

～

49

6
17～

18

配達帰り、信号のない交差点へ直進にて進入し、右から直進してきた乗用車の右後

ドア付近に接触し転倒した。 尚、交差点進入時は徐行しており、一旦停止しな

かった。

18

10

～

29

6
14～

15

交差点過ぎの中央分離帯に衝突した。 商品の搬送業務が終了し、東から西向きに

走行中に運転を誤り、事故となった。
68

10

～

29

7 16~17
走行中、交差点で青信号のため交差点に進入したところ、左側から赤信号にもかか

わらず進入してきた相手の車がこちらへ突っ込んできて衝突した。
48

50

～

99

7 20~21

当方道幅6mの一方通行路を走行中、自転車で犬を散歩させている方とすれ違う

際、道路の左側を走行している当方に犬が接近してきたため、避けようとして電柱

に衝突。 当方転倒している間に先方はそのまま立ち去ってしまった。

20

10

～

29

7 13~14

当日午後、配達で歩道の無い道路を走行していた時、暑さのためふらついてしま

い、緩やかなカーブに沿った縁石にタイヤが接触、バランスを崩して左側塀にぶつ

かった後、右側に転倒してしまい、負傷した。

28

10

～

29



7 12~13
荷物を引き取りに行くためトラックを運転中、信号のある交差点を直進していた時

対向車線の右折車に衝突され受傷した。
45

1～

9

7 13~14

お客様へ訪問するために道路脇に車を止めていたが、お客様が不在であったため、

車に戻り出発の準備をしていたところ、突然強い衝撃を受け、車のハンドルに右目

付近を強く打ちつけた。 外に出て確認したところ、車の左後方に相手の車がぶつ

かっていた。

23

30

～

49

7 6~7

当店本店から本社へ乗用車にて同僚と従業員送迎用の車を取りに行き当店へ戻るた

め、送迎用の車に同僚が乗り乗用車に本人が乗って戻る途中道路を走行中、対向車

線の車と衝突し負傷した。

21

30

～

49

7 12~13

トンネル内で、バイクで寿司配達中に、前の車輌が停車したことに気付くのが遅れ

追突した。 その際、前の車輌に顔からぶつかり、あご骨折し、歯を損傷した。

（上前歯2本、下前歯4本）

16

10

～

29

7 22~23 配達帰り路面電車のレールに乗り上げスリップし、電柱に衝突した。 20

10

～

29

7
14～

15

三輪付バイクで配達中の往路にて、当方停車中に前方車両がバックをしてきたた

め、クラクションを鳴らすも間に合わず、当方のフロントカウルと相手方のリヤバ

ンパーが衝突した。

29

10

～

29

7
10～

11

配達の運転中、大雨でスリップしたため看板基礎支柱に衝突した（目撃者の証言に

よる）。
0

1～

9

7
10～

11

弊社運営のカフェで販売するパンを運搬するため、時速50㎞程度で走行中、反対

車線側から出ようとする車があった。 見送られると思い、通り過ぎようとしたと

き、その車が急に出て来て、それを避けて横転した（ぶつかりはしなかった）。

相手方は、当方が来ていないと思い込み、飛び出したことを認めている。

34

300

～

499

7
12～

13

営業車両（軽自動車）にて納品先へ向かう途中、交差点を直進しようか曲がろうか

迷っているうちに、信号を見落として交差点に進入してしまい、左側から来た車の

右側面に衝突してしまった。

58

50

～

99



7
10～

11

業務終了後の帰社途中、直線道路を走行中に、脇道から左折にて進入してきた車が

センターラインを越えて来たため、避けきれずに正面衝突した。
53

10

～

29

7
20～

21

お客様にピザを配達後、店舗に帰る途中、交差点近くの二車線目をバイクで走行

中、相手車両が中央分離帯を越えて右折してきたので、回避できず、被災者は相手

車両の前方フロント部分に接触し、車両の下敷きになり、そのまま引きずられた。

その際、右股関節脱臼骨折、右大腿骨骨折の怪我を負った。

32

10

～

29

9
10～

11

Y字路交差点で赤信号のため停車中、後続車両に追突された。 後続車両のドライ

バーがアクセルとブレーキを踏み間違えたことによる被害。
47

10

～

29

9
19～

20

雨天時、バイクで中央線の無い道路を直進中に前方信号が赤に変わる為、ブレーキ

をかけ減速した際、タイヤスリップし足で支えようとしたところ、右足が路面で滑

り転倒した。

20

10

～

29

9
14～

15

病院前の横断歩道でサイクルベース店から、車で移動している時に横断歩道のみの

信号で、赤信号停車時にこちらは全く安全かつ有害な状態になく前方の信号を見落

とした車に後ろから追突された。

40

10

～

29

9
15～

16

営業所内事業所2ヶ所に食材を配送して戻る途中、下り坂のゆるやかなカーブでブ

レーキをかけたら車のコントロール不能となり車が左右に振られながら会社横の駐

車場の車にあたり、90度反転し運転席側から会社に激突した。

55

10

～

29

9
9～

10

得意先へ向かう途中の高速道路を走行中、カーブで路面が雨でスリップしたため、

当社営業車が横転し事故になった、周囲に他の車輌は無く自損事故でしたが、車輌

は廃車となり、本人は首、肩、腰を強打し、各所むちうち症になった。

30
1～

9

9
9～

10

同僚（上司）の運転する営業車に同乗、横断歩道手前で前方車両が、歩行者横断の

ために停車したのに従い、自車も停車したところ、前方不注意の後続車に追突され

負傷した。

19
1～

9

10
13～

14

双方一時停止の無い交差点で、左側から直進してきた2tトラックと衝突。 衝突の

弾みで自車は回転し民家の壁へ接触し停止。 本人聞き取りでは怪我、体調に異変 42

100

～



はないとの事だが、後日手の痺れが出て来た。 299

10
14～

15

お客様に来年のカレンダーを配り終えた後、帰るために車に乗り込み道幅の狭い所

で方向転換をしようとハンドルを切りながら前進と後進を繰り返していたところ、

アクセルとブレーキを踏み間違え、勢いがついたまま段差約1m下の地面に落下

し、前方にあった木に衝突、車内に挟まれ腰を強打した。

62
1～

9

10
12～

13

当方ピザの配達中、先方に一時停止のある4交差での直進車同士の出会い頭事故。

当方30㎞／h程度で進入、先方は40㎞／h程で一時停止せず進入し、当方の車体後

部に衝突。 当方は右側に転倒。

21

10

～

29

10
11～

12

道路左側の歩道を歩いていた時に、後方から走ってきた自動車に追突された。 加

害者は前から来た車と歩いていた被害者を避けようとしたが、ブレーキをかけ損

ね、ノーブレーキで追突された。 後方から突然の追突で一切身構えが不可能で飛

ばされ地面に叩きつけられ負傷した。

44

10

～

29

10
20～

21

原付自転車にてお客様宅へ配達途中、堺にある見通しの良い点滅信号のある交差点

において、（当方は黄点滅、相手方赤点滅）当方は左方向から進入してきた相手方

（乗用車）に気付いたためスピードを緩め道路中央よりに走行していたが、相手方

が当方に気付かず衝突し受傷した。

24

10

～

29

11
15～

16

信号機のない十字路交差点で、社用車にて仕入れた商品を店舗へ運搬するため、被

害者が優先直進道路を走行している時に、一時不停止の軽自動車に衝突され車が横

転したため、全身打撲となった。

45

50

～

99

11
13～

14

当方、ピザの宅配中、片側一車線の道路を原付で直進していた。 当方前方不注意

のため、道路左側の縁石に後輪が当たり、バランスを崩し、縁石の上の歩道から民

家の門に激突した。 当方歩道から車道に戻った後、縁石で転倒した。

25

10

～

29

11
22～

23

当方原付でピザを配達中、黄色センターラインの貫通した片側一車線の道路を右折

した。 先方原付二輪がセンターラインをオーバーして後方から追い越しした際、

当方と接触し当方が転倒した。

19

10

～

29

11
15～

16

片側一車線の道路にて、営業先である病院へ向かっている途中、反対車線にはみ出

し対向車線を走行中の10tトレーラーに正面衝突した。 右腕橈骨骨折・背骨骨折・ 31
1～

9



腰部打撲を負った。

11
14～

15

一時停止をし、横断歩道で左右確認して前に出たら、右後に相手の方が当たって来

られた。
66

10

～

29

11
19～

20

ピザの宅配を終え店舗への帰店途中に、（先方は北から南へ直進、当方は西から東

へ走行）交差点内で出合い頭の接触事故、接触の反動によりバイクより投げ飛ばさ

れ、頭部と体を地面に打ちつけた。

17

10

～

29

11
15～

16

車で運転中、不慣れな道であったため、誤ってガードレールに衝突した。 その時

は特に自覚症状は無かったが、翌日腰が痛くなり、病院に行った。
63

10

～

29

12 20~21

高速道路に入る為、JC方面へ左折し、交差点を抜けた後（信号）、200m程度進ん

だ辺りで、前の車が停車していたにもかかわらず、脇見をしていた為に、そのまま

追突をした。

48
1～

9

12 14~15

営業で訪問先を出て、その先に駐車していた営業車に戻るために、道路を歩いてい

た時、右側から来た加害者運転の車に轢かれ、右足のすねを骨折した。 ぶつかる

まで、相手車には気付かなかった。

55

10

～

29

12 19~20
デリバリーを終え、店に戻る時、一旦停止のない交差点に進入したところ、出合い

がしらに左側からの車に衝突し、転倒して負傷した。
17

10

～

29

12 10~11
営業活動中、右側が見通しの悪い交差点で、交差車両確認のため、段階停止の2段

階目の停止をした際、後方から来た車両に追突された。
50

100

～

299

12 11~12

配達中、中央線のない緩やかなカーブにて、速度20㎞で左側を走行していたが、

相手の乗用車がカーブの膨らみで真ん中を走行してきたことにより、正面衝突し

た。

22

30

～

49

路上にて、自販機配送助手の業務中、トラックの車道側のスライドドアを開けて、

積荷である飲料商品をピッキングおよび荷卸し作業をしていた。 通常通りトラッ 500



12 14~15 クの車道側でピッキング伝票を見ながら作業していたところ、賃走中のタクシーが

客を降車させようとして車線を割って入り、タクシーのサイドミラーが左腰部から

右臀部にぶつかり負傷した。

46 ～

999

12 15~16
事務所から電動自転車で戻る途中、坂道でスピードが出すぎてカーブを曲がり損

ね、側面（壁）に激突した。
49

1～

9

12 11~12

店舗より販売応援先の店へ車で移動中、前方不注意でセンターラインへ接近したた

め、対向車に接触し、ハンドル操作を誤り、対向車線の後続車へ衝突し、左手首・

胸部・膝を負傷した。

22
1～

9

12 18~19
原付バイクにて宅配の帰りに、自車が側道から横断しようとした際に、自車の右側

から来た直進車に接触した。
18

10

～

29

出典：https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.aspx(職場のあんぜんサイト)

Return to : https://www.jisha.or.jp/international/topics/202206_09.html
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